
2025年度 助成 資金分配団体公募

〈通常枠第1回〉〈緊急枠第1次〉

公募説明会

「申請書類の注意点・書き方などについて」

2025年5月20日（火）10:00-12:00



説明会ご参加にあたってのお願い

表示について

• ご発言時以外は、ミュート設定にしてください

• 可能でしたら、カメラをオンにしてご参加ください

• Zoomの表示名は「団体名_参加者名」でご参加ください

質問方法について

• 随時チャット欄にご記入いただくか、Q&Aタイムに挙手にてお知らせください

その他

• 本日の説明会は録画をし、後日、休眠預金活用プラットフォームに掲載させていただきます
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本日の流れ
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10:00 開会

10:01 JANPIAあいさつと趣旨説明

10:15 
❑申請に向けて必要な準備 必要書類・全体像について

❑休眠預金等活用事業の事業計画書・資金計画書の様式解
説

❑申請時における注意点

11:20 Q & A

11:40 事務連絡

12:00 閉会
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申請に向けて必要な準備
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⚫申請書は審査委員に申請者のメッセージを伝えるツールです

⚫社会課題解決のための考えを伝えるために次の点を申請書のなかで説明が
できるよう設計されています

⚫申請団体の皆様の課題解決への思いをしっかりと申請書類にのせて審査委員
に伝えましょう。
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申請書の記載にあたって
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社会課題 目指す姿 解決手法
適切な
リソース
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申請書の記載にあたって
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活用の目的

期待される
効果

⚫審査会では申請団体の皆様の考えを確認しつつ、休眠預金等活用事業の趣

旨に沿うものであるか

⚫国民の資産を使用して実行すべき事業であるか

• 国及び地方公共団体が対応することが困難な社会課題の解決を図ること

• 民間公益活動の自立した担い手の育成及び民間公益活動に係る資金を調達することが

できる環境を整備すること

• 社会課題の解決のための自律的かつ持続的な仕組みが構築される 

• 資金分配団体や実行団体が民間の資金を自ら調達して事業の持続可能性を確保する 

• 我が国の社会課題解決能力が飛躍的に向上する 

• 持続可能な開発目標（SDGs）の達成に貢献する
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申請書類の全体像
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2025年度通常枠（第1回）資金分配団体公募要領より抜粋

申請事業ごとに提出する書類

団体ごとに提出する書類
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申請書類の全体像_申請事業ごとに提出する書類
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2025年度通常枠（第1回）資金分配団体公募要領より抜粋

コンソーシアム申請の場合のみ

国外活動がある場合のみ

その他の説明資料がある場合
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申請書類の全体像_団体ごとに提出する書類
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2025年度通常枠（第1回）資金分配団体公募要領より抜粋

団体ごとに提出が必要な書類は

コンソーシアム申請欄を確認のうえご準備ください

・団体情報

・役員名簿

・規程類必須項目確認書

・定款

・登記事項証明書（全部事項証明書）

・事業報告書

・決算報告書類



11

申請書類の全体像_申請事業ごとに提出する書類
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2025年度通常枠（第1回）資金分配団体公募要領より抜粋

コンソーシアム申請の場合のみ

国外活動かある場合のみ

その他の説明資料がある場合
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事業計画書と資金計画書の概念図
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社会課題

対象者（ターゲット）

事業設計（中長期・短期アウトカム）

事業設計に基づく活動

実行団体イメージ

事業実施体制

事業費

実行団体への助成

管理的経費

PO関連経費

評価関連経費

基盤強化費

事業計画書 資金計画書

公募費用、審査費用、職員人件費、
家賃など

事業支援、経営支援、研修等
の伴走費用

実行団体への助成金、団体数

資金分配団体

自己評価のための外部専
門家支援費用

公募・審査、伴走、基盤強化
等の支援

想定する活動、範囲

事務局体制、PO体制
外部専門家の活用

課題解決のための設計

資金支援

非資金支援
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資金支援・非資金支援の考え方

• 実行団体の活動に対して直接的に助成金による支援

• 資金分配団体としては実行団体の活動を通して目的の達成・

成果を目指す

実行団体に対する、組織基盤強化、環境整備を行う（伴走支援）

① 組織基盤強化（例）

目的基盤の確立、財政基盤・ガバナンスの確立、評価実施支援、調査・普及

② 環境整備（例）

ネットワーク構築活動、民間資金の調達活動など

事業においては資金支援と非資金的支援の2つ
の観点から事業設計をおこないます（包括的支援
プログラム）

目指す姿＝中長期アウトカム

短期アウトカムの達成短期アウトカムの達成

活動 活動

資金支援 非資金的支援
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事業計画書と資金計画書の概念図
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社会課題

対象者（ターゲット）

事業設計（中長期・短期アウトカム）

事業設計に基づく活動

実行団体イメージ

事業実施体制

事業費

実行団体への助成

管理的経費

PO関連経費

評価関連経費

基盤強化費

事業計画書 資金計画書

公募費用、審査費用、職員人件費、
家賃など

事業支援、経営支援、研修等
の伴走費用

実行団体への助成金、団体数

資金分配団体

自己評価のための外部専
門家支援費用

公募・審査、伴走、基盤強化
等の支援

想定する活動、範囲

事務局体制、PO体制
外部専門家の活用

課題解決のための設計

資金支援

非資金支援



⚫事業計画書補足資料は事業計画書・資金計画書をより詳しく説
明できる資料
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事業計画書補足資料
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① 事業の背景、社会課題 

② 事業の実施体制、関係者、相関図 

③ 事業概要、事業スキーム、ロジックモデル等 

④ （過去申請事業と同一、または類似内容の場合）過去申請事業との相違点、変更点 

⑤ 資金分配団体の事業経費イメージ

⑥ 実行団体の公募イメージ（対象地域、実行団体数、団体要件、実行団体への助成額） 

⑦ 実行団体の助成金使途イメージ（一つの実行団体への助成額における支出想定） 

⑧ （助成額の目安を超過する場合）目安額を超過する理由とその効果 ※通常枠のみ 

⑨ （複数事業を申請する場合）申請事業の優先順位、同時採択時の考え



⚫コンソーシアム説明資料はコンソーシアム組成時に目的や効果
等を説明する資料です

16

コンソーシアム説明資料
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① コンソーシアムを組成する目的

② 幹事団体・構成団体の担当業務（コンソーシアム協定書 別紙2に該当する部分）

③ コンソーシアム体制図

※コンソーシアムモデル（A、B、C）および関係（契約、助成金支払、伴走支援）を記載。

④ コンソーシアム運営規則（コンソーシアム協定書 別紙3に該当する部分）

⑤ コンソーシアムにおける本事業の出口戦略
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事業計画書の解説
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事業計画書
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事業計画書
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事業計画書の解説①
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事業計画書の項目ごとに求められていること（項目ごとに書くべ
き内容、字数制限、必須項目）を理解する。

団体の設立目的やビジョン
等を記載します。

団体の概要、事業内容や活動実績等を記載します。

字数目安
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事業計画書の解説②
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社会課題の深掘り

事業の目的・内容を考える

事業計画書＝解決策の要約

社会課題 → 解決のためにどんな活動をするか 
→ 活動によってどのように課題は改善するか

公募する実行団体の事業で、
不動産購入を想定する場合
は「あり」を選択してくだ
さい。
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事業計画書の解説③
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社会課題の深掘り

なぜ休眠預金なのですか？

1000字
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事業計画書の解説④
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事業の目的・内容を考える

中長期アウトカム：
事業実施によって達成したい、社会課題が解決された理想の状態
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事業計画書の解説④
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事業の目的・内容を考える

短期アウトカム：
中長期アウトカムを達成するための中間的な目標のこと。事業終了時までに達成する目標。
資金支援・非資金的支援を設定。
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事業計画書の様式解説⑤
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事業の目的・内容を考える

活動：
短期アウトカムを生み出すために行う具体的に想定される活動。事業として「実際にやること」。資金支援・非資金支援を設定。
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事業計画書の解説⑥
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助成を受けて行う事業とその成果を、多様
な広報媒体、報告等により発信するための
広報について、誰向けにどのように広報す
るか、期待される効果等を記載。

地域の他の団体や企業等の多様な関係者と
の対話、協働事業の実施など、連携・対話
をどのように行うかを記載。

助成期間終了後、どのように活動を継続し
ていきますか。活動の持続可能性を高めて
いくため、どのような取り組みを行うかを
記載。資金分配団体・実行団体を記入。
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事業計画書の解説⑦
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事業の目的・内容を考える

（1）団体のこれまでの助成事業の実績と成
果を記載

（2）申請事業に関する調査研究や、他の団
体や企業等との連携などの事例があればア
ピール。

事業の目的・内容を考える
どのような実行団体を想定していますか？
申請事業を実施するための具体的な
「実行団体のイメージ」を記載。団体数や
分配する助成金の想定額、どのように実行
団体を発掘し、案件形成していくかなど。



28

事業計画書の解説⑦
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事業の目的・内容を考える

申請事業を実施するための実施体制を記載。メンバーの担当や役割の詳細、POの配置予定、外部協力者
がいる場合は目的や役割、配置等を記載。コンソーシアムを構成する場合はその詳細も記載する。
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資金計画書の解説
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事業計画書
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資金計画書

※基本事項や詳細については2025年度通常枠・緊急枠
「資金分配団体向け積算の手引き」を
必ず熟読の上、資金計画の作成をお願いします。

https://www.kyuplat.com/2025‐subsidy1_sekisan_tebiki/
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D
評価関連経費

C
PO関連経費

（年間で最大800万円）

A
助成額

B
自己資金
民間資金

実行団体分

実行団体の
助成に充当
される費用
の5％以下

資金分配団体分

（Aの5％以下）

実行団体の助成に充当
される費用

（Aに対して85％以上）

管理的経費
(Aに対し15％

以下)

JANPIAからの助成

評価関連経費
•実行団体・資金分配団体が行う自己評価支援の
ための外部助言・調査
•資金分配団体：事業費の5%以下
•実行団体：実行団体助成額の5%以下
•外部評価者の「丸投げ」は不可
•助成終了後に自走できる評価スキル獲得を重視

事業費
① 実行団体への助成

• 実行団体への直接的な助成
• 評価目的の助成は「評価関連経費」に分類
• 事業費の85%以上を充てることが必要

② 管理的経費
•事務所費、人件費（管理部門）、調査費、Web制作費、会計監査費 
など
•事業費の15%以下
•人件費を含む場合、人件費水準の開示が必要

プログラム・オフィサー
（PO）関連経費
•非資金的支援の実施に必要な
費用（研修、進捗管理、経営支
援等）
•上限：年間800万円／団体（う
ち人件費は最大500万円）
•PO人件費の対象は給与・賞与
のみ（通勤費や福利厚生費等は
不可）
•PO研修の受講が必要

資金計画書の解説①_経費の分類と助成上限の概要
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資金計画書の解説②_資金計画書の構成
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資金計画書の解説③

審査結果通知が通常枠については9月
下旬、緊急枠は通知準備が完了次第
ご連絡であることから、契約締結手
続き（およそ1ヵ月程度）を経て、い
つから事業開始が可能になりそうか
を踏まえながら開始時期については
ご設定下さい。
事業期間は最長2029年3月31日まで
です。
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資金計画書の解説④

事業実施における資金分配団体の事
業費イメージおよび実行団体の助成
金使途イメージが事業費、評価関連
経費と連動するように資金計画に反
映させます。
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資金計画書の解説⑤
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資金計画書の解説⑥

・事業計画書に書かれている活動と、
資金計画に書かれている計画は連動
していますか？
・資金計画書にエラーや空欄はあり
ませんか？
・過剰な費用計上、上限を超える計
上はありませんか？
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資金計画書の解説⑦_評価関連経費の目的と活用

（2025年度通常枠 資金分配団体公募要領より）

評価関連経費とは、資金分配団体及び実行団体が質の担保された主体的な自己評価を実施するた
めに必要な外部の支援を受けるために助成する費用です。
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資金計画書の解説⑧_評価関連経費の目的と活用

分野専門家の活用費用 ～事業戦略へのインプット～
➢既存の取り組みからの教訓を取り入れる（例：これまでの行政の取り組みから、仕組をまず作るのではなく、支
援事例を中心に連携構築を目指したほうが機能しやすい）
➢指標の設定方法（例：助成期間に達成することと、中長期で団体が目指すこととの接合）
➢定点でフィードバックをもらう機会を設定する（半期ごと、１年ごとなど）
➢「外部評価委員会」・「審査委員会」・「検討委員会」などを設置

評価アドバイザーの活用費用 ～団体の評価スキルのキャパビルを中心に～
➢ステークホルダーマップの作成・変遷の記録
➢問題分析の実施（社会課題の構造分析を行い、団体の役割を明確化する）
➢ロジックモデル等の作成・検証（団体のビジョンに基づき、助成事業中、それ以降の長期戦略の明確化）
➢指標の設定（進捗確認をする方法を含める）
➢指標測定のための調査設計（客観性の高い現状把握調査等の実施）
➢実行団体向け評価研修の講師や企画支援など

団体同士の学びあいにかかる費用 ～ピアラーニングの場の設定～
➢現場視察、進捗発表会の開催
➢勉強会などの実施
➢上記実施した内容をまとめ(編集・デザイン等)、印刷、発行など

現状把握調査の実施費用 ～広く活用できるデータの収集～
➢文献調査の実施
➢アンケートの設計（構造化インタビュー、半構造化インタビューの作成、アンケート対象者の抽出、アンケート
依頼・アンケート項目の作成、アンケートの分析（検定））
➢アンケートの実施・データ入力のための人員確保
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資金計画書の解説⑨_対象外経費



⚫団体の状況、組織基盤をみるうえで重要な書類です。

⚫特に資金管理体制は、組織全体として適正に資金を扱う体制ができている
かを確認します。
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団体ごとに提出する申請書類
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「決済責任者」と「経理担当者、通帳の管理者」が分かれていてそれぞれの視点から不正や
不備へのチェック体制ができているかを確認
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申請時における注意点
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申請の際に見受けられる不備内容

ー2024年度申請の事例からー
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2024年度通常枠申請書類の不備状況

3

3

3

4

7

12

16

21

43

01 事業計画書

02 資金計画書等

定款

07 規程類必須項目確認書

規程類

登記事項証明書(全部事項証明書)

決算報告書

事業報告書

06 役員名簿

※申請団体数：119団体

Copy right © JANPIA 2025
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役員名簿に関する不備

• 登記事項証明書に記載されている評議員、理事、監事等の記載漏れ

• 登記事項証明書と役員名簿の氏名が異なっている（旧/現姓、旧/新漢字）

• 「兼職関係の有無」、「第三者提供に関する同意」欄が空欄

2025年度版役員名簿

「兼職関係の有無」と「第三者提
供に関する同意」のプルダウン
の選択肢から選択してください。

戸籍上の氏名を記載してください。

(旧/現姓、旧/新漢字に注意)

Copy right © JANPIA 2025
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事業計画書・資金計画書に関する不備

• 異なる年度の様式で提出される

• プルダウンの選択肢を未選択のまま提出される

→プルダウンが機能しない（Googleスプレットシートなどで開いてしまうとExcel
が壊れる事例が報告されています）

02 資金計画書等

01 事業計画書

Copy right © JANPIA 2025
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規程類必須項目確認書に関する不備

• 異なる様式(社団・財団・NPO法人など/株式会社)で提出される

• 「社団・財団・NPO法人」と、「株式会社」では様式が異なるのでご注意ください。

Copy right © JANPIA 2025
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その他の申請書類で見受けられる不備内容

申請書類 主な不備

事業報告書

決算報告書

３年分未提出または一部が未提出 (設立から3年未満の団体は、提出可能な期間分の

み)

非幹事団体の決算報告書が未提出 (構成団体は提出不要)

登記事項証明書 発行日から3か月以上経過している写しを提出

規程類
規程類必須項目確認書で「公募申請時に提出する」規程が未提出

※未整備の場合は内定後１週間以内にご提出ください
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提出前によく確認のうえご提出ください

申請書類は必ず2025年度版をご使用ください。

Excelの申請書類は、Googleスプレットシートなどで編集すると

Excelの機能が失われ、正常に動作しなくなる恐れがあります。

必ずExcelで編集をお願いします。

申請資格要件、申請書類の不備が確認された場合（必須書類

の提出がない場合など）は申請不受理となる場合があります。

Copy right © JANPIA 2025
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Q ＆ A



今後のスケジュール

〈通常枠第1回〉



今後のスケジュール

〈緊急枠〉



今後のスケジュール

〈出資〉〈活動支援〉



JANPIA媒体のご紹介 ほかにも事例など紹介しています

JANPIA HP
https://www.janpia.or.jp/

メディアチャンネル
https://www.kyuplat.com/media-channel/

フェイスブックページ

https://www.facebook.com/JANPIA.or.jp/

X（旧Twitter）

@kyuminyokin

SNS

資金分配団体・活動支援団体
公募サイト
https://www.kyuplat.com/koubo/

休眠預金活用事業情報公開サイト
https://johokoukai.janpia.or.jp/

https://www.janpia.or.jp/
https://www.kyuplat.com/media-channel/
https://www.facebook.com/JANPIA.or.jp/
https://mobile.twitter.com/kyuminyokin
https://www.kyuplat.com/koubo/
https://johokoukai.janpia.or.jp/result/A200232/


個別相談とご質問フォーム

ご質問フォーム

よくある質問で疑問が解決しない場合は・・・

・休眠預金活用プラットフォーム「相談・問い合わせ」をご確
認ください。

・個別回答は行わない点、ご了承ください。

こちらより

お申込みください

通常枠

緊急枠



アンケート

ご回答ご協力お願いします。

（ 回答目安時間 5分 ）

https://forms.office.com/r/CeCahe9qDk

【事後アンケート】2025年度 助成事

業通常枠［第1回］・緊急枠［第１

次］の公募説明会 (5月20日開催： 

休眠預金等活用事業の計画書の様式
解説と書き方のポイント 編)

https://forms.office.com/r/CeCahe9qDk


ご参加ありがとうございました
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